
平成２２年度・第６５回

東日本ソフトテニス選手権大会要項

１．主 催 東日本ソフトテニス連盟 北國新聞社

２．共 催 (財)日本ソフトテニス連盟

３．主 管 石川県ソフトテニス連盟

４．後 援 石川県 金沢市 小松市 白山市 津幡町

石川県教育委員会 金沢市教育委員会 小松市教育委員会

白山市教育委員会 津幡町教育委員会 (財)石川県体育協会

５．期 日 平成２２年７月１７日（土）（全種別第１日）

・受付 ８時００分～８時３０分 ・開会式 ８時４０分（各会場）

・競技開始 ９時００分

平成２２年７月１８日（日）（勝ち残り全種別第２日）

・受付 ８時００分～８時３０分

・競技開始 ９時００分

平成２２年７月１９日（月）祝日 （予備日）

※ 表彰式 各種別競技終了後

６．競技会場 ● 「一般男子」

石川県西部緑地公園テニスコート（砂入り人工芝１３面）

〒920－0316 金沢市袋畠１９６－１

● 「一般女子」「成年男子」「成年女子」

金沢市城北市民テニスコート（砂入り人工芝１２面）

〒920-0011 金沢市松寺町酉与９０番地１

● 「シニア男子 45」「シニア女子 45」「シニア男子 50」「シニア女子 50」

小松運動公園末広テニスコート（砂入り人工芝８面）

〒923-0945 小松市末広町７２番地

● 「シニア男子 55」「シニア女子 55」

松任総合運動公園テニスコート（砂入り人工芝６面）

〒924-0865 白山市倉光四丁目２２

● 「シニア男子 60」「シニア女子 60」「シニア男子 65」「シニア女子 65」

津幡町総合運動公園テニスコート（砂入り人工芝１０面）

〒929－0426 河北郡津幡町字竹橋ヲ９０番地

● 「シニア男子 70」「シニア女子 70」「シニア男子 75」「シニア女子 75」

金沢市営東金沢スポーツ広場テニスコート(砂入り人口芝５面)

〒920-0802 金沢市三池町２４０番地１

７．前日の練習 ７月１６日（金） 午後１時～５時まで無料開放

開放コート：西部緑地公園テニスコート(13 面)、金沢市城北市民テニスコート(12 面)、



小松運動公園テニスコート(8 面)、松任総合運動公園テニスコート(6 面）

津幡町総合運動公園テニスコート(10 面)、東金沢スポーツ広場テニスコート(5 面)

８．種 別 「男子」 一般・成年・シニア４５・５０・５５・６０・６５・７０・７５

「女子」 一般・成年・シニア４５・５０・５５・６０・６５・７０・７５

９．参加制限 （１）各種別フリー参加とし、学連は６４ペア以内とする。

（２）高校生は各支部２ペア以内、北信越ブロックは４ペア以内とする。

（３）１人１種別に限る。

（４）申し込み数が７ペア未満の場合は若い種別に組み入れる。

10．参加資格 （１）日本連盟に会員登録している者。

（２）他支部所属選手とのペアで出場する場合は、両所属連盟会長の承諾を得た

うえで、いずれかの所属連盟会長から申込むこと。

（３）一般男女の部については、技術等級制度２級以上の有資格者であること。

（４）全種別とも公認審判員の資格を有すること。

（５）選手はゼッケン（個人戦用）を着用のこと。

（５）年齢は平成２２年４月１日現在とする。

11．参 加 料 １ペア ４，０００円

12．試合方法 （１）(財)日本ソフトテニス連盟・ハンドブックによる。

（２）トーナメント戦（７ゲームマッチ）

（３）参加数により８～１５ペアの場合はリーグ戦とする。

但し、コート事情による。

13．審 判 各コートの初戦（大会 2 日目も）は指定審判、以降敗者審判とする。（決勝本部審判）

14．使 用 球 西部・城北会場：赤Ｍ 末広・松任・津幡・東金沢：ケンコーボール

15．申込方法 （１）申込みは別添のエクセルファイルにより各種別毎実力順に作成し、電子メール

で申込みのこと。（総数一覧・各種別申込み）

申込み先アドレス torenmei@hkg.odn.ne.jp

（２）申込書は各支部又は学生連盟からとし、それ以外からの申込は受付けない。

（３）申込書は採点票・賞状等に使用するため記載もれの無いよう作成願います。

（４）参加料は下記口座にお願いいたします。

みずほ銀行渋谷支店 普通預金 ９３４１０４

東日本ソフトテニス連盟

16．申込期日 平成２２年６月 9 日（水）必着

17．選手変更 （１）申込選手を変更の場合は、各支部会長名により変更届を受付時に提出し承諾

を得ること。（但し２名共の変更は不可）

（２）申込選手は、その種別内のみ変更可。

18．宿泊申込 別紙の宿泊申込書により直接申し込むこと。

19．そ の 他 （１）参加料は、天候等により中止の場合でも返金しない。

（２）前年度各種別優勝者は、優勝杯を整備し返還のこと。


